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一
般
社
団
法
人 

日
本

善
行
会
で
は
、
善
行
の

表
彰
並
び
に
善
行
精
神

の
普
及
と
実
践
を
通
じ

明
る
く
住
み
よ
い
社
会

環
境
づ
く
り
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
活
動
を
ご

支
援
い
た
だ
く
た
め
に
、

広
く
会
員
を
お
さ
そ
い

下
さ
い
。

会
員
の
種
類

①
普
通
会
員
（
正
会
員
）

　
個
人
　
年
額
　
五
千
円

　
法
人
　
年
額
　
一
万
円

②
特
別
会
員
（
正
会
員
）

　
個
人
　
年
額
　
一
万
円

　
法
人
　
年
額
　
三
万
円

③
賛
助
会
員

　
個
人
　
年
額
　
千
円
以
上

※
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
年
間

　
購
読
料
五
百
円
含
む

入
会
の
お
さ
そ
い

千
九
百
三
年
（
明
治
三
六

年
）
に
第
五
回
内
国
勧
業
博

覧
会
と
い
う
国
内
の
産
業
発

展
を
促
進
す
る
事
を
目
的
と

し
た
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、

五
百
三
十
万
人
も
訪
れ
盛
況

に
終
り
ま
し
た
。

当
時
日
露
戦
争
が
行
わ

れ
て
い
た
た
め
、
跡
地
を

一
時
陸
軍
が
使
用
し
た
後
、

千
九
百
九
年
に
敷
地
の
東
側

が
大
阪
市
に
よ
っ
て
天
王
寺

公
園
に
、
西
側
は
大
阪
財
界

が
出
資
し
て
設
立
さ
れ
た
大

阪
土
地
建
物
会
社
に
払
い
下

げ
ら
れ
、
一
九
一
二
年
に
新

名
所｢

新
世
界｣

と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

大
阪
土
地
建
物
会
社
が

作
っ
た
新
世
界
は
テ
ー
マ

パ
ー
ク
と
し
て
開
発
さ
れ

欧
米
の
二
大
都
市
、
パ
リ

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
町
並

み
・
通
路
を
模
倣
し
、
日
本

で
も
っ
と
も
ハ
イ
カ
ラ
な
場

所
、
そ
こ
に
建
設
さ
れ
た
の

が
通
天
閣
（
高
さ
は
約
七
五

メ
ー
ト
ル
）
で
す
。
パ
リ
の

象
徴
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
を
模
し

た
、
塔
脚
（
土
台
）
の
部
分

が
凱
旋
門
、
塔
の
部
分
は

エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
を
模
し
て
斬

新
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
現
在
と

は
少
し
違
う
形
の
塔
で
し

た
。
こ
の
新
世
界
を
中
心
に

作
ら
れ
た
の
が
ル
ナ
パ
ー
ク

と
い
う
遊
園
地
で
一
九
一
二

年
か
ら
一
九
二
三
年
ま
で
営

業
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ル
ナ

パ
ー
ク
の
入
口
か
ら
通
天
閣

ま
で
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
結
ば

れ
る
な
ど
、
か
な
り
ユ
ニ
ー

ク
な
作
り
で
あ
り
、
多
く
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン

ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
大
変

賑
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

一
九
四
三
年
に
は
間
近
に

あ
っ
た
映
画
館
の
火
災
の
延

焼
に
よ
り
、
焼
け
落
ち
残
っ

た
鉄
骨
部
分
は
第
二
次
世
界

　　
宮
城
県
支
部

本
会
創
立
八
十
五
周
年

記
念
感
謝
状
贈
呈

伝
達
と
祝
賀
会
を
開
催

去
る
三
月
十
八
日
（
土
）

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二

時
、
仙
台
市
内
の
ホ
テ
ル
白

萩
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
会

の
事
業
活
動
等
に
貢
献
さ

れ
た
当
支
部
会
員
に
本
部

よ
り
感
謝
状
が
あ
り
、
こ
の

伝
達
に
合
わ
せ
て
祝
賀
会

を
受
賞
者
、
会
員
（
役
員

含
）、
顧
問
を
含
め
二
十
二

名
が
出
席
し
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
も
と
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
式
典
で
は
受
賞
者
に

対
し
飯
田
支
部
長
よ
り
感

謝
状
の
伝
達
が
あ
り
、
受
賞

者
か
ら
は
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
顧
問

の
佐
々
木
心
仙
台
市
市
議

会
議
員
と
吉
田
瑞
生
多
賀

城
市
市
議
会
議
員
よ
り
祝

辞
を
賜
り
、
そ
の
後
全
員
に

よ
る
記
念
撮
影
が
あ
り
ま

し
た
。
祝
賀
会
で
は
顧
問
の

西
澤
啓
文
仙
台
市
市
議
会

議
員
よ
り
乾
杯
の
音
頭
を

い
た
だ
き
、
会
食
、
懇
談
に

入
り
ま
し
た
。

懇
談
で
は
出
席
者
全
員

に
日
頃
の
活
動
や
近
況
を

語
っ
て
い
た
だ
き
、
余
興

と
し
て
吉
田
日
出
子
会
員

　　
香
川
県
支
部

秋
季
善
行
表
彰
者
が

地
元
首
長
を
表
敬
訪
問

こ
の
度
、
秋
季
善
行
表
彰

者
五
氏
が
西
村
支
部
長
や

表
彰
推
薦
者
関
係
者
と
共

に
、
地
元
首
長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。

表
敬
訪
問
は
、
支
部
長
が

訪
問
の
機
会
を
作
っ
て
い

た
だ
い
た
お
礼
を
述
べ
、
当

該
首
長
か
ら
は
受
賞
者
へ

の
お
祝
い
と
、
善
行
奉
仕
活

動
に
よ
る
地
元
へ
の
貢
献

に
対
す
る
謝
辞
と
激
励
の

大
戦
中
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り

回
収
、
更
に
、
一
九
四
五
年

に
は
新
世
界
一
帯
が
大
阪
大

空
襲
に
よ
り
壊
滅
状
態
に
陥

り
ま
し
た
。
戦
後
の
混
乱
期

を
経
て
、
一
九
四
七
年
に
ま

ず
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
横
丁
が
、

一
九
五
六
年
に
現
在
の
通
天

閣
（
百
三
メ
ー
ト
ル
）
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
世
界

が
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
に

は
至
ら
ず
、
界
隈
は
近
隣
の

あ
い
り
ん
地
区
の
労
働
者

な
ど
で
賑
わ
い
、
労
働
者
の

街
、
少
し
怖
い
街
と
認
知
さ

れ
、
そ
れ
は
千
九
百
九
十
年

ま
で
の
長
い
間
続
き
ま
し

た
。
昭
和
の
名
残
り
を
感
じ

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

大
阪
府
支
部

大
阪
の
シ
ン
ボ
ル

タ
ワ
ー｢

通
天
閣｣

ら
れ
る
レ
ト
ロ
の
街
と
し

て
千
九
百
九
十
年
代
か
ら

日
本
人
観
光
客
が
二
千
十

年
代
に
入
り
外
国
人
観
光

客
が
沢
山
訪
れ
、
新
た
な
観

光
地
と
し
て
徐
々
に
注
目

を
浴
び
、
更
に
多
く
の
ド
ラ

マ
や
映
画
の
舞
台
に
新
世

界
・
通
天
閣
が
選
ば
れ
、
観

光
地
と
な
っ
た
の
で
す
。

平
成
十
五
年（
二
千
三
年
）

に
は
大
阪
市
の
指
定
景
観

形
成
物
に
指
定
さ
れ
、
更
に

平
成
十
九
年
に
は
、
国
の
登

録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

通
天
閣
は
な
に
わ
が
誇
る

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
と
し
て
、

大
阪
の
街
を
見
守
り
続
け

て
い
ま
す
。

（
香
雲
流
家
元
）
に
よ
る
舞

踊
を
、
会
員
に
よ
る
歌
謡
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
な
ど
が

披
露
さ
れ
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
楽
し
い
ひ
と

時
で
し
た
。

①　丸尾幸雄多度津町長表敬訪問
令和 4年 12 月 20 日

石川千代子氏、大西久法氏

③　辻村修善通寺市長表敬訪問
令和 5年 1月 12 日
西　道洋氏

④　有福哲二坂出市長表敬訪問
令和 5年 1月 31 日
大西修一氏

②　山下昭史三豊市長表敬訪問
令和 4年 12 月 26 日

田井　清氏

１
面
か
ら
の
つ
づ
き

言
葉
が
あ
り
、
受
賞
者
か
ら

善
行
活
動
の
報
告
な
ど
で
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で

面
談
は
進
み
ま
し
た
。

最
後
に
、
支
部
長
か
ら
地

元
首
長
様
に
、
明
る
く
住
み

よ
い
地
域
社
会
環
境
づ
く

り
に
な
お
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

こ
の
表
敬
訪
問
状
況
が
、

地
元
の
行
政
広
報
紙
（
多
度

津
町
は
令
和
五
年
二
月
号
、

三
豊
市
と
善
通
寺
市
は
同

年
三
月
号
）
の
ほ
か
地
方
有

線
テ
レ
ビ
や
行
政
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

掲
載
、
放
映
、
開
示
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
地
元
行
政
機
関
の
格

別
な
協
力
に
よ
り
、
受
賞
者

た
ち
は
一
生
涯
の
表
敬
訪

問
記
念
に
よ
っ
て
、
今
後
の

善
行
活
動
の
励
み
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
共

に
、
当
善
行
会
の
表
彰
事
業

が
広
く
周
知
さ
れ
ま
し
た
。


